
 

 

 

 

 

申 9号 第 1回団体交渉 要旨 
 

 

 

 

 

 

 

 

会社）会社としても、若い社員の離職・中堅層の離職に課題を持っている。 

 

2月に雪害があったものの、なんとか 3月に向けて今年度の黒字が出てくるのではないか。 

 

今年はどのようにお示し出来るかを議論しているところである。 

 

この後に提案することがその一部に当たることもあるかもしれない。 

 

コロナ渦後の回復と成長という面ではだいぶ落ち着いてきている。 

 

選択と集中の施策と、皆さんの頑張りがあったことは間違いない。そこは十分加味して議論し

ていきたい。 

 

ただし、5項は認識が違うというのを言っておきたい。折り合えないのは理解しているが、ここ

は認識が真逆であることを伝えておきます。 
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冒頭、組合より申し入れについての趣旨説明を行う。 


